
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)東京商工リサーチ調査より作成。 

円安による日本経済への影響は、現段階ではマイナス面が大きくなっている。円安による

原油をはじめとした輸入品価格の上昇は、企業物価を押し上げて企業収益等を圧迫する要

因となっている。こうした円安動向に対して日本企業はどのような予測を持っているかを

東京商工リサーチの調査でみると、2022 年 3 月期の想定為替レートは 119.1 円となって

おり、2020-21 年時点より円安水準ではあるものの 130 円水準が長期化する見方とはなっ

ていない。一方で、円安等によるコスト上昇をどれだけ商品価格等に転嫁できているかに

ついては転嫁できていない企業が多く、今後の動向が課題となる。 

 

日本経済:為替とインフレ 
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